
第３期帯広市産業振興会議 第３回ものづくり・販路拡大部会 次第 

 

  日時：平成 26 年 8 月 21 日（木）10:00～ 

      場所：帯広市役所 10 階 第 5B 会議室 

 

 

 

Ⅰ．開 会 

 

 

Ⅱ．議 事 

 

  各論点における対応方向について 

  （対応方向の絞り込みと具体的な対応について） 

 

 

Ⅲ．その他 

 

 

Ⅳ．閉 会 

 

 

配付資料 ・資料１ 論点についての対応方向（案） 論点３－１ 

  ・資料２ 論点についての対応方向（案） 論点３－２ 

     ・資料３ 論点に係る事業展開事例 

  ・参考資料 第２回ものづくり・販路拡大部会議事要旨 



論点についての対応方向（案）

論点３－１ 「中小企業が、数多くチャレンジできるようにするための方法」に関する対応方向（案）

支援制度の活用サポート 大学・試験研究機関等との連携促進 企業同士の連携促進 その他

梶 委員

後藤 委員

・ 支援制度の活用方法等、企業に伝
わっていない情報をしっかりと届ける。
・ 民間・行政など、それぞれの組織が得
意分野を担う。

・ 一社だけではできないことを共同、連
携して行う考えが必要。

・ 失敗を恐れず挑戦できる体制の構
築。
・ 「戦略的えこひいき」
・ 地域全体で人を育てる。【人材】

高原 委員

・ 企業のチャレンジに対する姿勢の理
解促進。
・ Ｉターン、Ｕターンを十勝に呼ぶため
に、色々なチャンネルを使って十勝の魅
力を発信していくことが重要【人材】
・ 人材育成は一社だけでは困難。共同
の仕組みが必要。【人材】
・ 学校で学んだ内容と関係ないように思
えても、関係する部分が必ずある。学生
の意識を変えること、企業側の発信が必
要。【人材】
・ 従業員教育の場が少ない。中小企業
の経営者が集まって勉強の場をつくっ
てはどうか。【人材】

落合 委員

・ 支援制度などの情報を多くの企業が
得る仕組みが必要。
・ 行政のノウハウを有効に活用。

・ 大学の活用が必要。地域が抱える課
題にマッチする学部などの分析が必
要。

柴田 委員

中村 委員

・ 生産現場にいながら、加工・流通等も
手がけるのはハードルが高い。
・ 事業者間がWin-Winの関係性を築け
れば良い。

松永 委員

・ 支援制度の情報を情報誌、メール配
信等により積極的に提供する仕組みが
必要。

・ 魅力ある職場づくりのために、職員の
能力向上に対する取組みが必要。人材
育成には行政の支援も必要。【人材】
・ 業界・行政が的を絞って中長期の視
点で取り組むことが必要。

有働 委員
・ 支援制度の内容がわかりづらい。エン
トリーしやすくするための支援があると良
い。

・ 大学の有効活用が必要。

資料１ 



論点についての対応方向（案）

論点３－２ 「域内外へ出荷・販売を大きく増やすための営業活動の促進・支援方法」に関する対応方向

「つながり」を活かした情報発信力の強化 その他

梶 委員

後藤 委員

・ Ｂ to Ｃ to Ｂの取組みによって、消費者からの発信がバイヤーに届いて返ってくるという効果が実際にある。
・ 自社からだけではなく、他社に自社の情報発信をしてもらうという戦略も効果的と考える。
・ 情報を発信しているつもりでも、受け手には伝わっていないこともある。
・ 情報発信にはデザイン力、女性の視点も必要。

高原 委員

・ それぞれの企業が自社製品を売るだけではなく、「十勝を丸ごと売る」という考えが必要でなないか。
・ 発信元と受け手とのギャップを感じる。
・ ふるさと納税制度における上士幌町のような取組みを十勝19市町村が一斉に行うことで、十勝を知ってもら
うきっかけになるのではないか。

・ 十勝管外のイベントが十勝・帯広で開催されるなど、
話題の中心となるような取組みができると面白い。

落合 委員

・十勝の海外戦略の構築が必要。マーケットが成熟す
る前にチャレンジし、開拓する必要がある。
・ 十勝にしかないもの、独自性のある商品が大事。

柴田 委員

中村 委員

・個々の農家での営業活動は難しい。パートナーがい
れば、企業の提案に応える技術は持っている。
・ 行政、農協が一緒になって合弁会社をつくることな
どができれば現場は対応できる。

松永 委員

・ インターネットを活用しない手はない。海外に向けてＨＰの翻訳なども必要。
・ 個々の農家では大量の注文に対応できない（発送が追いつかない）という事例も。商機はあるので、農家同
士が集まって取り組める仕組みがあれば良い。
・ ヤフーやグーグルのような十勝の検索エンジンのようなもので、十勝のことを調べられることができないか。
・ 今は、ほとんどの人が必要な情報をスマートフォンで検索するようになってきている。
・ 商社の活用、市場規模に合わせた共同展開などの可能性を探るための情報発信、営業活動を行うことに
尽きる。
・ 個々の人間関係から取引につながることもある。
・ 消費者が十勝の良さを広げていくと好循環の流れをつくることができるのではないか。

有働 委員

・ 現場のことがわからないと営業活動にならない。
・ 自社ＨＰではなくても、業界団体のＨＰから仕事を受注するパターンもある。営業を補助する形で活用すれ
ば受注件数が増える可能性もある。

資料２ 



論点に係る事業展開事例 

 

【論点３－１】支援制度の活用をサポート 

取 り 組 み 名 称 概     要 

企業訪問・相談窓口による情報提供 ■帯広市 

■帯広信用金庫 

■帯広畜産大学地域連携推進センター 

■とかち財団  など 

ホームページによる発信 【ミラサポ「施策マップ」(中小企業庁)】 

各自治体等が支援制度を登録、自由に検索、閲

覧が可能なサイト 

【北海道中小企業総合支援センターHP】 

各自治体等が支援制度を登録、自由に検索、閲

覧が可能なサイト 

【帯広商工会議所 HP】 

経営支援情報の掲載など 

 

【論点３－１】大学・試験研究機関等の連携促進 

取 り 組 み 名 称 概    要 

ヒューマンネット十勝による産学官交流 ■とかち財団 

企業訪問による情報提供  

相談窓口の整備 ■帯広畜産大学地域連携推進センター 

■とかち財団 

【論点３－１】企業同士の連携促進 

取 り 組 み 名 称 概    要 

フードバレーとかち人材育成事業 主体：帯広市・帯広畜産大学 

概要：人材育成事業を通じて知り合った企業 

   による連携、共同事業実施 

マッチング会の実施 H23 年度開催 

食品関連企業と鉄工関連企業のﾏｯﾁﾝｸﾞ会 

とかちネットによる異業種交流 主体：帯広畜産大学 
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論点３－２【「つながり」を活かした情報発信力の強化】 

取 り 組 み 名 称 概     要 

HP による観光情報の発信 【十勝観光ホームページ(十勝総合振興局)】 

十勝のイベント情報、他サイトへのリンクの

掲載 

【とかち晴れ(十勝観光連盟)】 

あそぶ、たべる等カテゴリ別観光情報の提

供、観光モデルコースの提供 

【帯広観光コンベンション協会 HP】 

イベントカレンダー、まつり情報、レンタサ

イクルなどの紹介 

【帯広市ホームページ】 

観光ビデオの公開、市営観光地の紹介 

【じゃらん HP(ﾘｸﾙｰﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ)】 

内容：利用者の口コミによる観光地の紹介等 

【帯広・十勝三昧】 

見る、あそぶ、温泉などのカテゴリ別に施設

等を検索できるサイト。情報量はまだ多くな

い。 

十勝管内中小企業者の紹介 【中小企業同友会ホームページ】 

フリーワード、業種により同友会会員の概要

を検索可能 

【帯広商工会議所】 

商工会議所会員の HP へリンク掲載 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


